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２

基
本
方
針

主
務
大
臣
は
、
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た

地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
三
条
第
一
項
関
係
）

３

文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る

文
化
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の
措
置

拠
点
計
画
の
認
定

文
化
資
源
保
存
活
用
施
設
の
設
置
者
は
、
基
本
方

針
に
基
づ
き
、文
化
観
光
推
進
事
業
者
と
共
同
し
て
、

そ
の
設
置
す
る
文
化
資
源
保
存
活
用
施
設
の
文
化
観

光
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
の
強
化
に
関
す
る
計
画

（
以
下
「
拠
点
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
主
務

大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
条
第
一
項
関
係
）

認
定
拠
点
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
す
る
特
別
の

措
置道

路
運
送
法
、
海
上
運
送
法
そ
の
他
の
関
係
法
律

に
基
づ
く
手
続
の
う
ち
一
定
の
も
の
に
つ
い
て
の
特

例
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
〜
第
一
〇
条
関

係
）地

域
計
画
の
認
定
等

市
町
村
又
は
都
道
府
県
は
、
単
独
で
又
は
共
同

し
て
、
当
該
市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
区
域
内
に

つ
い
て
、
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地

域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な

推
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の

協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。）を
組
織
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
第
一

項
関
係
）

〔
法

律
〕

〇
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域

に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
一
八
）

〔
府

令
〕

〇
内
閣
府
の
所
管
す
る
金
融
関
連
法
令
に
係

る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推

進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
（
内
閣
府
三
六
）

〔
省

令
〕

〇
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
（
総
務
四
一
）

〔
告

示
〕

〇
無
線
局
運
用
規
則
第
四
十
二
条
第
二
号
及

び
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
五
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
二

号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
総
務
一
四
一
）

◇
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文

化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
一
八
号
）（
文

部
科
学
省
）

１

総
則目

的
こ
の
法
律
は
、
文
化
及
び
観
光
の
振
興
並
び
に
個

性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る

上
で
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
機
会
の
拡
大

及
び
こ
れ
に
よ
る
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
来
訪

の
促
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
文
化

観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化

観
光
を
推
進
す
る
た
め
、
主
務
大
臣
に
よ
る
基
本
方

針
の
策
定
並
び
に
拠
点
計
画
及
び
地
域
計
画
の
認

定
、
当
該
認
定
を
受
け
た
拠
点
計
画
又
は
地
域
計
画

に
基
づ
く
事
業
に
対
す
る
特
別
の
措
置
そ
の
他
の
地

域
に
お
け
る
文
化
観
光
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
に
つ
い
て
定
め
、
も
っ
て
豊
か
な
国
民
生
活
の

実
現
と
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

定
義こ

の
法
律
に
お
い
て
「
文
化
観
光
」
と
は
、
有

形
又
は
無
形
の
文
化
的
所
産
そ
の
他
の
文
化
に
関

す
る
資
源
（
以
下
「
文
化
資
源
」
と
い
う
。）の
観

覧
、
文
化
資
源
に
関
す
る
体
験
活
動
そ
の
他
の
活

動
を
通
じ
て
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
観
光
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
」

と
は
、
文
化
資
源
の
保
存
及
び
活
用
を
行
う
施
設

（
以
下
「
文
化
資
源
保
存
活
用
施
設
」
と
い
う
。）

の
う
ち
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
が
文
化
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
資
す
る
よ
う
当
該

文
化
資
源
の
解
説
及
び
紹
介
を
す
る
と
と
も
に
、

当
該
文
化
資
源
保
存
活
用
施
設
の
所
在
す
る
地
域

に
係
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
事
業
を
行
う

者
（
以
下
「
文
化
観
光
推
進
事
業
者
」
と
い
う
。）

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
地
域
に
お
け
る

文
化
観
光
の
推
進
の
拠
点
と
な
る
も
の
を
い
う
も

の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

〇
無
線
局
免
許
手
続
規
則
第
三
十
一
条
第
二

項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五

年
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
四
号
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示
（
同
一
四
二
）

〇
無
線
設
備
規
則
第
二
十
四
条
第
二
十
八
項

及
び
第
四
十
五
条
の
二
十
第
三
項
第
三
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
機
地
球
局
の
無

線
設
備
の
技
術
的
条
件
を
定
め
る
告
示

（
同
一
四
三
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁特

別
支
給
手
続
開
始
決
定
、
公
示
送
達
関

係
裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

公
認
会
計
士
等
の
登
録
及
び
登
録
抹
消
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
の
処
分
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関

係
会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告


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